
発達段階に応じた読書教育

幼児期
【読み聞かせ】

自力で本（文字）を読む力はなく、
音声と絵を助けとして理解してい

る。

読み聞かせを通じて、この時期に
本の面白さに気付けるかがその後
の読書とのかかわりに大きく影響

する。

低学年
【音読→文字追い→追唱】

小学校低学年のうちは、「読み聞かせ」を卒業し、

「自分で読む」段階に移行するが、いきなり
「音声」なしで文章を理解
できるまでには至らない。

音読習慣が、読解力を育てるうえで不可欠。

※文字追い：文字を塊としてとらえていない子が、
文字の一つ一つを読んでいる状態。

※追唱：頭の中で音読をしている、黙読の初期段階。

小学4年生
以降～
【9歳の壁】

小学校4年生になって語彙が抽象化し、
難化していくこの時期までに、

黙読で文章が理解できる力を育むこと
が望ましい。

読書が習慣化している子供は、
抽象的思考の理解に柔軟に対応できる。

①聞きながら読む
↓

②声に出して読む
↓

③黙読する


